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ご案内しています

特定非営利活動法人 手の長いおじさんプロジェクト
活動開始：2011 年／法人設立：2026 年 2 月
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尾見紀佐子

石川昌浩 ／ 桝村旅人

村上豊隆

info@tenagaojisan.org

https://tenagaojisan.org/

住所：〒150-0046 東京都渋谷区松濤 1-26-18 園ビルディング 2F 2A-2

単発寄付 お好きな金額やタイミングを選べる、1 回ごとのご寄付も受け付けております。

法人寄付 法人の方々からのご寄付や応援も受け付けております。

企業の多様な資源を、こども・若者の未来につなぐことができます。

継続寄付

「手長サポーター」について

@tenagaojisan
お問い合わせ

WEBサイト

この活動は、みなさまのご寄付によって支えられています。

未来を担うこども・若者を、社会でともに育む

「手長サポーター」になりませんか。

より多くのこども・若者へ、安定的で継続的な支援を届けるために、

どうか、みなさまのあたたかな「手」を貸してください。

「手の長いおじさん」という名前には、一人ひとりができることを少しずつ持ち寄り、

社会みんなでこども・若者を育んでいきたいという願いを込めています。

ご寄付のお願い

毎月のご寄付で活動を
継続的に支えていただけます。

アニュアルレポートやメールマガジンで
活動内容やこども・若者たちの声をお送りします。

お渡し会などの活動にボランティアとしてご参加いただけます。

・

・

手の長いおじさんプロジェクトは
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私たちは、社会的養護のもとで育つこども・若者たちが、

自分らしい人生を軽やかに歩んでいける社会を目指しています。

自分を知り、未来へ進むための学びや体験。

困ったときに一人にならないためのつながり。

さまざまな背景を持つ彼らの、個々の関心や、感性、

可能性に目を向けることを大切に、

多様な大人との関わりの中で、人生を主体的につくっていく力を育みます。

一人ひとりに寄り添いながら、

「作り手」とともにアートや文化を軸とした支援事業を

柔軟に展開していきます。

2011年、東日本大震災をきっかけに、作り手たちが被災地のこどもたちへ

器を届けたことから、この活動は始まりました。

器には、使う人を想像しながら手を動かした、作り手の時間や想いが込められています。

場づくりや文化事業を通して人とのつながりを育んできた株式会社マザーディクショナリーが

運営を担い、多くの作り手の皆さんとともに歩んできました。

活動を続ける中で、たくさんの仲間との出会いが生まれ、

私たちは、人との出会いや体験もまた、未来につながる大切な贈り物だと考えるようになりました。

2026 年、NPO 法人として新たな一歩を踏み出し、活動の幅を広げています。

それぞれが少しずつ手を伸ばし合いながら、こども・若者たちの未来を応援する活動を続けています。

15年のあゆみ

S
T
O
R
Y

2011

2026

東日本大震災を機に活動開始

2020
社会的養護経験の若者への支援を開始

2021
新生活を応援する "お渡し会 " を開始

2023
洋服の支援を開始

2016
東京都内のこどもたちへの

支援を開始

2012
被災地のこどもたちへ器を届ける

2018
活動を支えるイベントを開催

2024
支援地域を関東近郊へ拡大

NPO法人設立
５つの事業を開始
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さまざまな分野の講師との体験や対話を通して
自己理解を深め、未来を描く力を育むプログラム

スクール事業

困りごとや日常のささいなことを同世代や大人と
話すことができ、安心して立ち寄れる小さな交流の場

サロン事業

さまざまな仕事に出会い、３ステップの仕事体験を
通して自分らしい将来の可能性をひらく

しごと体験事業

社会的養護のもとで育つこども・若者たちの「今」に
耳を傾け、これからの支援や社会のあり方を考える

リサーチ事業

飯高幸作　石川昌浩　伊藤丈浩　伊藤嘉輝  　

井上尚之　故金あかり　久野靖史　郡司製陶所

小島鉄平　坂本創　坂本拓磨　十場あすか　十場天伸

鈴木稔　角田淳　壷田亜矢　壷田和宏　平岩愛子　

松形恭知   松原竜馬　松本かおる　松本行史　山口和声　

山田洋次　山田隆太郎　米原暁雄　ONE  K I L N    P E T A R I  

これまでにご協力いただいた

作り手の皆さま

宝島染工　　BIGI　　chisaki　　enrica　　homspun

HOSU　　MELROSE　　MY TWENTYFOUR SEVEN

SESSION　　skool　　Tu es mon Tresor　　YARN HOME

在本彌生　伊藤千枝子　加藤ゆりか　高橋鴻介

　永井玲衣　安田有吾　山下郁子　和田夏実　

糟谷一穂　小池アミイゴ　塩山舞　樋場早紀　東野翠れん

宮田尚幸　model agency Friday / 原田美和　Osaku

企画・運営パートナー

株式会社マザーディクショナリー

私たちの活動は、多くの協力者に支えられています。

器をつくる人、お洋服を届けてくださる企業、

企画に力を貸してくださる方々を、

工芸の世界の呼び方にちなんで、

私たちは「作り手」と呼んでいます。

そして、「作り手」から受け取ったものと思いを、

「使い手」のこどもたちに届けています。作り手から配り手へ。配り手から使い手へ。

手から手へ想いをつなぎながら、

新しい出会いが生まれています。

作り手

＊2026 年 5 月現在 / 五十音順

器・カ
トラリ

ー・工
芸

「自分
をひら

く教室
」講師

洋服・ファブリック

協力

作
り
手

配
り
手

使
い
手

「あなた自身になる」時間

定員は 15 名。月に一度、同じ仲

間と集まりながら、半年間をとも

に過ごします。回を重ねるごとに

少しずつ関係が育まれ、自分自身

や他者と向き合う時間が深まって

いきます。安心して話し、考え、

試してみることのできる場を大切

にしています。

日程｜半年間（全 6 回）

時間｜10:00-16:00

会場｜都内

定員｜15 名

参加費｜無料

参加方法｜事前申込制（フォーム）

本プログラムのモデルは、北欧で

広 が る 人 生 の た め の 学 び の 場

「フォルケホイスコーレ」という

学校のあり方。評価や競争ではな

く、人生を見つめ「あなた自身に

なる」ことを大切にする時間を過

ごします。

自分の感性や言葉を見つけ、安心して誰か

とつながること。自分を知り、未来を自分

の手で描いていくこと。そんな小さな積み

重ねが、未来への一歩につながっていくと

私たちは考えています。

対象 高校生 大学生 ケアリーバー

さまざまな生き方に出会い、自分を知り、

未来を描く力を育むプログラム。

アートや哲学、自然や身体、多様なテーマを入り口に、

対話や体験を重ねながら、自分の感性や言葉を見つけていきます。

じぶんに出会い、未来を描く力を育む

事業の詳細は HP から☞



ケアリーバー

対象 中学生 高校生 大学生 ケアリーバー

社会的養護からの「巣立ち」の前後は、多くの不安やつまずきを抱えがちです。

私たちは、課題や困りごとだけを見るのではなく、

まだ言葉になっていない可能性が、少しずつ育つことを後押しします。

誰かと出会い、思いを分かち合い、安心できる関わりを築くこと、

好きなことや興味を試してみること、自分の考えや気持ちを表現すること。

一人ひとりに寄り添いながら、自立に向けた土台をつくります。

私たちが見つめていること

毎月 1 回、お茶やお菓子を囲みながら、最近の出来事

やちょっとした悩みを気軽に話すことができる、

ささやかな交流の場です。

社会的養護のもとで育つこども・若者たちの「今」に

耳を傾け、これからの支援や社会のあり方を考える取

り組みです。

私たちは、こども・若者たちの声を社会へ届ける小さなメディアでもありた

いと考えています。一人ひとりの経験や思いに耳を傾け、ともに未来を考え

ていきます。

時間内はいつでも出入り自由。初めての方も、ひとりでも、ご友人や付き添い

の方と一緒でも。個別支援は行っていませんが、巣立ち後も安心して立ち寄れ

る、ひと息つける居場所です。

こども・若者や支援者へのインタビューやアンケー

ト、対話を通して見えてきた声を社会へ届けます。

若者たちの経験や思いだけでなく、支援の現場で

生まれる悩みや実践も共有しながら、これからの

支援や社会との連携を考え、未来の取り組みへと

つなげていきます。

社会的養護のもとで暮らす中高生や巣立ち後の若

者たちが気軽に集まり、 お茶やお菓子をつまみな

がら、ひとりで抱え込みがちな悩みや思いを共有

できる場です。「お茶のおとも（ミニ企画）」に参

加したり、ボードゲームで遊んだり、思い思いの

時間を過ごしていただけます。

事業の詳細は HP から☞事業の詳細は HP から☞

事業の詳細は HP から☞事業の詳細は HP から☞

新しい暮らしへ巣立つこどもたちへ、“手から手へ” つなぐ

ゆるやかにつながり、安心してすごせる時間

さまざまな仕事を知り、実際の職場を訪れ、

仕事に触れる体験を通して、自分らしい将来を

描く力を育む、３ステップの支援プログラム。

進路を考え始めた中高生から、就職先を探す若者まで、年齢や状況にかかわら

ず参加できるよう、３つのステップで構成しています。受け入れ企業・団体に

とっては、仕事や現場をひらく体験を通して、自社の価値や仕事の意義を社会

に伝え、次世代との新しい接点を育む機会となります。

進路選択の前提となる「社会や仕事を知る機会」は、

環境によって大きな差が生まれます。本プログラム

は、デザイン・アパレル・工芸など、既存の制度や

通常の就労支援では手が届きにくいクリエイティブ

な職種を中心に、仕事の背景や価値観、人との関わ

り方に触れる経験を大切にしています。

しごとにふれ、視野と可能性をひらく

こども・若者の声から、未来を考える

対象 高校生 大学生 支援者

巣立ちを迎えた若者に寄り添う、器や洋服を選ぶ時間

全国の作り手から寄せられた器や

お洋服といった暮らしを支える日

用品を、自分で選ぶ体験を届けま

す。「これからの暮らしが、少し

楽しみになる」そんな一歩につな

がる時間を目指しています。

日程｜毎年冬～春　複数日開催

会場｜都内

参加費｜無料

参加方法｜事前申込制（フォーム）

手触りを確かめながら、ゆっくり

と選ぶことができます。器は小さ

なキズや色ムラなどで正規販売で

きないものも含まれますが、使用

には支障ありません。洋服は、サ

ンプル品や販売余剰品などの新品

をご用意しています。

器の扱い方やお洋服のコーディネートもス

タッフがお手伝いします。あわせて、これ

らの品物が多くの人の応援によって届けら

れていること、そして必要なときにまた来

られる居場所があることも伝えていきます。

1DAY職場体験（半日～1日） 短期職場体験（3日～1週間）

ただ「わたし」として

見てもらえる安心に出会いました。

「自分をひらく教室」参加者

同じような境遇の人と同じ場所を共有できて、

自分もがんばろうと思いました。

普段は必要なものをそろえてあげるだけになってしまいますが、

自分で楽しく選べたことで、新生活の後押しになりました。

「うつわとお洋服のお渡し会」児童養護施設職員

「つながりのお茶会」参加者

STEP 1 STEP 2 STEP 3

職場見学（半日）

巣立ちを迎えるこどもや若者が、それぞれの暮らしを思い描きながら

“自分の意思で選ぶ” ことを大切にした取り組みです。

この体験を通して、こどもたちが「自分で暮らしをつくっていける」という

実感を育むことを目指しています。

対象 中学生 高校生 大学生 ケアリーバー 対象 中学生 高校生 大学生 ケアリーバー
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私たちの活動は、多くの協力者に支えられています。

器をつくる人、お洋服を届けてくださる企業、

企画に力を貸してくださる方々を、

工芸の世界の呼び方にちなんで、

私たちは「作り手」と呼んでいます。

そして、「作り手」から受け取ったものと思いを、

「使い手」のこどもたちに届けています。作り手から配り手へ。配り手から使い手へ。

手から手へ想いをつなぎながら、

新しい出会いが生まれています。

作り手
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重ねが、未来への一歩につながっていくと

私たちは考えています。

対象 高校生 大学生 ケアリーバー

さまざまな生き方に出会い、自分を知り、

未来を描く力を育むプログラム。

アートや哲学、自然や身体、多様なテーマを入り口に、

対話や体験を重ねながら、自分の感性や言葉を見つけていきます。

じぶんに出会い、未来を描く力を育む

事業の詳細は HP から☞
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対象 中学生 高校生 大学生 ケアリーバー

社会的養護からの「巣立ち」の前後は、多くの不安やつまずきを抱えがちです。

私たちは、課題や困りごとだけを見るのではなく、

まだ言葉になっていない可能性が、少しずつ育つことを後押しします。

誰かと出会い、思いを分かち合い、安心できる関わりを築くこと、

好きなことや興味を試してみること、自分の考えや気持ちを表現すること。

一人ひとりに寄り添いながら、自立に向けた土台をつくります。

私たちが見つめていること

毎月 1 回、お茶やお菓子を囲みながら、最近の出来事

やちょっとした悩みを気軽に話すことができる、

ささやかな交流の場です。

社会的養護のもとで育つこども・若者たちの「今」に

耳を傾け、これからの支援や社会のあり方を考える取

り組みです。

私たちは、こども・若者たちの声を社会へ届ける小さなメディアでもありた

いと考えています。一人ひとりの経験や思いに耳を傾け、ともに未来を考え
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ト、対話を通して見えてきた声を社会へ届けます。

若者たちの経験や思いだけでなく、支援の現場で

生まれる悩みや実践も共有しながら、これからの

支援や社会との連携を考え、未来の取り組みへと

つなげていきます。

社会的養護のもとで暮らす中高生や巣立ち後の若

者たちが気軽に集まり、 お茶やお菓子をつまみな

がら、ひとりで抱え込みがちな悩みや思いを共有

できる場です。「お茶のおとも（ミニ企画）」に参

加したり、ボードゲームで遊んだり、思い思いの

時間を過ごしていただけます。

事業の詳細は HP から☞事業の詳細は HP から☞

事業の詳細は HP から☞事業の詳細は HP から☞

新しい暮らしへ巣立つこどもたちへ、“手から手へ” つなぐ

ゆるやかにつながり、安心してすごせる時間

さまざまな仕事を知り、実際の職場を訪れ、

仕事に触れる体験を通して、自分らしい将来を

描く力を育む、３ステップの支援プログラム。

進路を考え始めた中高生から、就職先を探す若者まで、年齢や状況にかかわら

ず参加できるよう、３つのステップで構成しています。受け入れ企業・団体に

とっては、仕事や現場をひらく体験を通して、自社の価値や仕事の意義を社会

に伝え、次世代との新しい接点を育む機会となります。

進路選択の前提となる「社会や仕事を知る機会」は、

環境によって大きな差が生まれます。本プログラム

は、デザイン・アパレル・工芸など、既存の制度や

通常の就労支援では手が届きにくいクリエイティブ

な職種を中心に、仕事の背景や価値観、人との関わ

り方に触れる経験を大切にしています。

しごとにふれ、視野と可能性をひらく

こども・若者の声から、未来を考える

対象 高校生 大学生 支援者

巣立ちを迎えた若者に寄り添う、器や洋服を選ぶ時間

全国の作り手から寄せられた器や

お洋服といった暮らしを支える日

用品を、自分で選ぶ体験を届けま

す。「これからの暮らしが、少し

楽しみになる」そんな一歩につな

がる時間を目指しています。

日程｜毎年冬～春　複数日開催

会場｜都内

参加費｜無料

参加方法｜事前申込制（フォーム）

手触りを確かめながら、ゆっくり

と選ぶことができます。器は小さ

なキズや色ムラなどで正規販売で

きないものも含まれますが、使用

には支障ありません。洋服は、サ

ンプル品や販売余剰品などの新品

をご用意しています。

器の扱い方やお洋服のコーディネートもス

タッフがお手伝いします。あわせて、これ

らの品物が多くの人の応援によって届けら

れていること、そして必要なときにまた来

られる居場所があることも伝えていきます。

1DAY職場体験（半日～1日） 短期職場体験（3日～1週間）

ただ「わたし」として

見てもらえる安心に出会いました。

「自分をひらく教室」参加者

同じような境遇の人と同じ場所を共有できて、

自分もがんばろうと思いました。

普段は必要なものをそろえてあげるだけになってしまいますが、

自分で楽しく選べたことで、新生活の後押しになりました。

「うつわとお洋服のお渡し会」児童養護施設職員

「つながりのお茶会」参加者

STEP 1 STEP 2 STEP 3

職場見学（半日）

巣立ちを迎えるこどもや若者が、それぞれの暮らしを思い描きながら

“自分の意思で選ぶ” ことを大切にした取り組みです。

この体験を通して、こどもたちが「自分で暮らしをつくっていける」という

実感を育むことを目指しています。

対象 中学生 高校生 大学生 ケアリーバー 対象 中学生 高校生 大学生 ケアリーバー



ケアリーバー

対象 中学生 高校生 大学生 ケアリーバー
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はじまり支援事業

5

さまざまな分野の講師との体験や対話を通して
自己理解を深め、未来を描く力を育むプログラム

スクール事業

困りごとや日常のささいなことを同世代や大人と
話すことができ、安心して立ち寄れる小さな交流の場

サロン事業

さまざまな仕事に出会い、３ステップの仕事体験を
通して自分らしい将来の可能性をひらく

しごと体験事業

社会的養護のもとで育つこども・若者たちの「今」に
耳を傾け、これからの支援や社会のあり方を考える

リサーチ事業

飯高幸作　石川昌浩　伊藤丈浩　伊藤嘉輝  　

井上尚之　故金あかり　久野靖史　郡司製陶所

小島鉄平　坂本創　坂本拓磨　十場あすか　十場天伸

鈴木稔　角田淳　壷田亜矢　壷田和宏　平岩愛子　

松形恭知   松原竜馬　松本かおる　松本行史　山口和声　

山田洋次　山田隆太郎　米原暁雄　ONE  K I L N    P E T A R I  

これまでにご協力いただいた

作り手の皆さま

宝島染工　　BIGI　　chisaki　　enrica　　homspun

HOSU　　MELROSE　　MY TWENTYFOUR SEVEN

SESSION　　skool　　Tu es mon Tresor　　YARN HOME

在本彌生　伊藤千枝子　加藤ゆりか　高橋鴻介

　永井玲衣　安田有吾　山下郁子　和田夏実　

糟谷一穂　小池アミイゴ　塩山舞　樋場早紀　東野翠れん

宮田尚幸　model agency Friday / 原田美和　Osaku

企画・運営パートナー

株式会社マザーディクショナリー

私たちの活動は、多くの協力者に支えられています。

器をつくる人、お洋服を届けてくださる企業、

企画に力を貸してくださる方々を、

工芸の世界の呼び方にちなんで、

私たちは「作り手」と呼んでいます。

そして、「作り手」から受け取ったものと思いを、

「使い手」のこどもたちに届けています。作り手から配り手へ。配り手から使い手へ。

手から手へ想いをつなぎながら、

新しい出会いが生まれています。

作り手

＊2026 年 5 月現在 / 五十音順

器・カ
トラリ

ー・工
芸

「自分
をひら

く教室
」講師

洋服・ファブリック

協力

作
り
手

配
り
手

使
い
手

「あなた自身になる」時間

定員は 15 名。月に一度、同じ仲

間と集まりながら、半年間をとも

に過ごします。回を重ねるごとに

少しずつ関係が育まれ、自分自身

や他者と向き合う時間が深まって

いきます。安心して話し、考え、

試してみることのできる場を大切

にしています。

日程｜半年間（全 6 回）

時間｜10:00-16:00

会場｜都内

定員｜15 名

参加費｜無料

参加方法｜事前申込制（フォーム）

本プログラムのモデルは、北欧で

広 が る 人 生 の た め の 学 び の 場

「フォルケホイスコーレ」という

学校のあり方。評価や競争ではな

く、人生を見つめ「あなた自身に

なる」ことを大切にする時間を過

ごします。

自分の感性や言葉を見つけ、安心して誰か

とつながること。自分を知り、未来を自分

の手で描いていくこと。そんな小さな積み

重ねが、未来への一歩につながっていくと

私たちは考えています。

対象 高校生 大学生 ケアリーバー

さまざまな生き方に出会い、自分を知り、

未来を描く力を育むプログラム。

アートや哲学、自然や身体、多様なテーマを入り口に、

対話や体験を重ねながら、自分の感性や言葉を見つけていきます。

じぶんに出会い、未来を描く力を育む

事業の詳細は HP から☞
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私たちは、社会的養護のもとで育つこども・若者たちが、

自分らしい人生を軽やかに歩んでいける社会を目指しています。

自分を知り、未来へ進むための学びや体験。

困ったときに一人にならないためのつながり。

さまざまな背景を持つ彼らの、個々の関心や、感性、

可能性に目を向けることを大切に、

多様な大人との関わりの中で、人生を主体的につくっていく力を育みます。

一人ひとりに寄り添いながら、

「作り手」とともにアートや文化を軸とした支援事業を

柔軟に展開していきます。

2011年、東日本大震災をきっかけに、作り手たちが被災地のこどもたちへ

器を届けたことから、この活動は始まりました。

器には、使う人を想像しながら手を動かした、作り手の時間や想いが込められています。

場づくりや文化事業を通して人とのつながりを育んできた株式会社マザーディクショナリーが

運営を担い、多くの作り手の皆さんとともに歩んできました。

活動を続ける中で、たくさんの仲間との出会いが生まれ、

私たちは、人との出会いや体験もまた、未来につながる大切な贈り物だと考えるようになりました。

2026 年、NPO 法人として新たな一歩を踏み出し、活動の幅を広げています。

それぞれが少しずつ手を伸ばし合いながら、こども・若者たちの未来を応援する活動を続けています。

15年のあゆみ

S
T
O
R
Y

2011

2026

東日本大震災を機に活動開始

2020
社会的養護経験の若者への支援を開始

2021
新生活を応援する "お渡し会 " を開始

2023
洋服の支援を開始

2016
東京都内のこどもたちへの

支援を開始

2012
被災地のこどもたちへ器を届ける

2018
活動を支えるイベントを開催

2024
支援地域を関東近郊へ拡大

NPO法人設立
５つの事業を開始
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社会的養護のもとで育つ

こどもたちと、

巣立ち前後の若者の

未来を支援する N P Oです。

団体概要

最新情報は Instagram で
ご案内しています

特定非営利活動法人 手の長いおじさんプロジェクト
活動開始：2011 年／法人設立：2026 年 2 月

監事

理事長

副理事長

尾見紀佐子

石川昌浩 ／ 桝村旅人

村上豊隆

info@tenagaojisan.org

https://tenagaojisan.org/

住所：〒150-0046 東京都渋谷区松濤 1-26-18 園ビルディング 2F 2A-2

単発寄付 お好きな金額やタイミングを選べる、1 回ごとのご寄付も受け付けております。

法人寄付 法人の方々からのご寄付や応援も受け付けております。

企業の多様な資源を、こども・若者の未来につなぐことができます。

継続寄付

「手長サポーター」について

@tenagaojisan
お問い合わせ

WEBサイト

この活動は、みなさまのご寄付によって支えられています。

未来を担うこども・若者を、社会でともに育む

「手長サポーター」になりませんか。

より多くのこども・若者へ、安定的で継続的な支援を届けるために、

どうか、みなさまのあたたかな「手」を貸してください。

「手の長いおじさん」という名前には、一人ひとりができることを少しずつ持ち寄り、

社会みんなでこども・若者を育んでいきたいという願いを込めています。

ご寄付のお願い

毎月のご寄付で活動を
継続的に支えていただけます。

アニュアルレポートやメールマガジンで
活動内容やこども・若者たちの声をお送りします。

お渡し会などの活動にボランティアとしてご参加いただけます。

・

・

手の長いおじさんプロジェクトは
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